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御
魂
」
︱
「
荒
御
魂
」
等
の
対
応
関
係
に
あ
る
諸
語
を
派
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知

ら
れ
る
。

（
13
） 　

註
（
10
）
前
掲
書
、「
贄
」
項
。

（
14
） 　

狩
野
久
「
御
食
国
と
膳
氏
︱
志
摩
と
若
狭
︱
」（
同
『
日
本
古
代
の
国
家
と
都
城
』
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
）、
五
一
頁
。
同
書
に
お
い
て
狩
野
は
、
志
摩
国
と
内
膳

司
と
の
密
接
な
関
わ
り
に
つ
い
て
、「
は
や
く
か
ら
天
皇
家
の
伴
造
氏
と
し
て
食
膳
の
こ

と
を
つ
か
さ
ど
」
っ
て
い
た
高
橋
氏
（
前
身
は
膳
臣
）
が
「
律
令
制
の
出
発
期
か
ら
内

膳
司
と
志
摩
国
の
長
官
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
志
摩
国
が
内
膳

司
と
密
接
な
か
か
わ
り
あ
い
を
も
つ
国
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
志
摩
は
内
膳
司

が
領
有
す
る
国
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
御
贄
の
輸
貢
を
特
別
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
国
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」（
五
四
頁
）
と
述
べ
る
。

（
15
） 　

彌
永
貞
三
「
古
代
志
摩
国
と
そ
の
条
里
」（
同
『
日
本
古
代
社
会
経
済
史
研
究
』
岩
波

書
店
、
一
九
八
〇
年
）、
二
七
九
〜
八
十
頁
。

（
16
） 　

条
文
の
訓
読
は
、
虎
尾
俊
哉
編
『
延
喜
式
』（
集
英
社
、
二
〇
〇
七
年
）
に
拠
る
。

（
17
） 　

彌
永
は
註
（
15
）
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
贄
を
採
る
「
潜
女
の
『
衣
服
料
』
と
は
『
時

服
』
を
思
わ
せ
る
言
葉
で
、
私
は
潜
女
に
対
す
る
報
酬
な
い
し
賃
銀
を
意
味
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
」（
二
九
七
頁
）
と
述
べ
る
。

 

　

な
お
、註
（
16
）
前
掲
書
は
「
特
に
潜
女
を
必
要
と
し
た
の
は
、ア
ワ
ビ
な
ど
の
た
め
か
」

（
補
注
、
一
四
七
五
頁
）
と
指
摘
す
る
。

（
18
） 　
「
贄
」
に
関
す
る
論
考
は
多
数
あ
る
。
直
木
孝
次
郎
「
贄
に
関
す
る
二
、三
の
考
察
︱

古
代
税
制
史
の
一
側
面
︱
」（
同
『
飛
鳥
奈
良
時
代
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
七
五
年
）

は
、
古
代
税
制
に
お
け
る
贄
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
論
考
。
贄
の
貢
納
制
度
の
時
代

的
変
遷
を
詳
述
し
た
も
の
に
、
勝
浦
令
子
「
律
令
制
下
贄
貢
納
の
変
遷
」（『
日
本
歴
史
』

三
五
二
号
、
一
九
七
七
年
）
が
あ
る
。
鬼
頭
清
明
「
御
贄
に
関
す
る
一
考
察
」（
竹
内
理

三
博
士
古
稀
記
念
会
『
続
律
令
国
家
と
貴
族
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、一
九
七
八
年
）
は
、『
延

喜
式
』
に
お
け
る
贄
の
記
述
に
つ
い
て
の
論
考
。
ま
た
志
摩
国
の
贄
に
関
す
る
も
の
に
、

渡
辺
晃
宏
「
志
摩
国
の
贄
と
二
条
大
路
木
簡
」（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
長
屋
王
家
・

二
条
大
路
木
簡
を
読
む
』
研
究
論
集
Ⅻ
、
二
〇
〇
一
年
）
が
あ
る
。

（
19
） 　

民
部
式
下
・
年
料
別
貢
雑
物
条
に
は
、
安
房
国
に
「
長
海
松
」
の
規
定
が
あ
る
。

（
20
） 　
『
奈
良
文
化
財
研
究
所
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
の
検
索
結
果
は
、
二
〇
一
七
年
九
月

二
十
六
日
現
在
の
も
の
で
あ
る
。

（
21
） 　

地
名
に
つ
い
て
は
、『
奈
良
文
化
財
研
究
所
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
の
凡
例
に
則
り
、〔
国

郡
郷
里
〕
項
目
の
表
示
を
参
照
し
た
。

（
22
） 　

関
根
真
隆
『
奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）、
第
三
章
第

三
節
海
藻
類
、
八
七
〜
一
一
八
頁
。

（
23
） 　

関
根
・
註
（
22
）
前
掲
書
、
八
八
〜
九
一
頁
。

（
24
） 　
『
万
葉
集
』
の
用
例
は
、『
萬
葉
集
』
日
本
古
典
文
學
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
拠
っ
た
。

（
25
） 　

隠
岐
国
の
木
簡
に
関
し
て
、
佐
藤
信
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。「
古
代
の
隠
伎
国
は

日
本
海
諸
国
の
中
で
も
藤
原
宮
跡
・
平
城
宮
跡
か
ら
出
土
す
る
貢
進
物
荷
札
木
簡
の
例

が
多
く
」、こ
の
こ
と
は
「
隠
伎
国
が
海
藻
の
貢
進
地
と
し
て
『
御
食
国
』
の
役
割
を
負
っ

た
こ
と
に
よ
る
」（
佐
藤
信
「
古
代
隠
岐
の
郷
里
に
つ
い
て
」（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
『
古
代
に
お
け
る
水
産
物
の
生
産
と
使
途
に
関
す
る
研
究
』
一
九
八
五
年
）、
一
頁
）。

（
26
） 　

今
田
節
子
は
、『
海
藻
の
食
文
化
』（
成
山
堂
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
の
中
で
、
海
藻

神
事
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
海
藻
神
事
は
有

史
以
前
か
ら
潜
水
漁
を
す
る
海
人
が
住
ん
で
い
た
地
域
で
行
わ
れ
て
い
て
、
海
藻
の
二

大
採
取
地
だ
っ
た
伊
勢
志
摩
方
面
と
出
雲
国
を
含
む
山
陰
、
北
九
州
地
方
に
集
中
し
て

い
る
」（
三
一
頁
）。

（
27
） 　

新
村
出
校
閲
・
竹
内
若
校
訂
『
毛
吹
草
』
岩
波
文
庫
（
岩
波
書
店
、一
九
七
六
年
）、解
説
、

三
〜
八
頁
。

（
28
） 　
『
毛
吹
草
』
に
海
藻
類
の
記
録
が
あ
る
こ
と
は
、
つ
と
に
指
摘
が
あ
る
。
宮
下
章
『
海

苔
の
歴
史　

上
巻
』（
海
路
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）、
今
田
・
註
（
26
）
前
掲
書
な
ど
。

（
29
） 　
『
庭
訓
往
来
』に
見
え
る
海
藻
類
に
関
す
る
記
載
を
以
下
に
示
す
。
山
田
俊
雄
校
注『
庭

訓
往
来
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
し
た
。

 

　
「
醍
醐
の
烏
頭
布　

…　

西
山
の
心
太
」〔
四
月
十
一
日
状　

返
信
〕
三
三
頁
、「
宇
賀

の
昆
布
」〔
四
月
十
一
日
状　

返
信
〕
三
五
頁
、「
菜
は
、
…　

昆
布
、
烏
頭
布
、
荒
布
、

…　

差
酢
の
若
布
、
青
苔
、
神
馬
藻
、
海
雲
、
曳
干
、
甘
苔
、
塩
苔
」〔
十
月
三
日
状　

返
信
〕
九
四
頁
。

（
30
） 　

宮
下
章
『
海
苔
の
歴
史　

上
巻
』（
海
路
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）、
四
七
二
〜
六
頁
。

（
31
） 　

関
根
・
註
（
22
）
前
掲
書
、
一
〇
〇
〜
四
頁
。

（
32
） 　

昭
和
三
年
『
三
重
縣
統
計
書
』
は
、「
沿
岸
漁
獲
物
」
の
「
藻
類
」
と
し
て
、
紫
菜

（
ア
マ
ノ
リ
）・
和
布
（
ワ
カ
メ
）・
石
花
菜
（
テ
ン
グ
サ
）・
海
羅
（
フ
ノ
リ
）・
其
ノ
他
、

を
列
挙
す
る
。『
延
喜
式
』〈
表
２
〉
に
は
、志
摩
国
の
調
と
し
て
「
紫
菜
」
の
規
定
が
あ
っ

た
。
ま
た
志
摩
国
の
海
藻
木
簡
に
は
、「
布
乃
利
」
と
記
す
も
の
が
あ
る
。

 
　

な
お『
聞
き
書　

三
重
の
食
事
』に
は
、昭
和
二
年『
三
重
県
統
計
書
』に
基
づ
い
た「
水

産
物
の
い
ろ
い
ろ
」
が
掲
載
（
三
三
二
頁
）
さ
れ
て
い
る
。

（
33
） 　

関
根
は
、註
（
22
）
前
掲
書
に
お
い
て
「
大
凝
菜
、心
太
は
今
日
の
テ
ン
グ
サ
と
い
う
。

大
凝
菜
の
凝
は
、
凝
固
の
凝
で
液
体
が
固
ま
る
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
ト

コ
ロ
テ
ン
状
に
凝
固
す
る
性
質
を
も
っ
た
海
藻
類
、
即
ち
寒
天
原
料
に
な
る
類
が
比
定

さ
れ
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
テ
ン
グ
サ
類
と
イ
ギ
ス
類
が
あ
げ
ら
れ
、
イ
ギ

ス
は
小
凝
菜
で
あ
る
か
ら
、大
凝
菜
は
テ
ン
グ
サ
で
あ
っ
た
」（
一
〇
一
頁
）と
解
説
す
る
。
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種
多
様
の
海
藻
を
採
取
し
、
活
用
し
続
け
て
き
た
は
る
か
な
歴
史
が
あ
っ
た
。
そ

の
長
い
歴
史
の
な
か
で
、
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
海
藻
に
適
し
た
調
理
法
や
利
用
法

を
工
夫
し
、
或
い
は
編
み
出
す
な
ど
し
て
、
独
自
の
文
化
を
創
出
し
た
の
で
あ
る
。

八　

結
び

　

志
摩
の
海
、
出
雲
・
隠
岐
の
海
に
つ
い
て
、
古
代
奈
良
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の

「
海
藻
」
の
記
録
を
た
ど
り
つ
つ
考
察
し
た
。

　

出
雲
国
風
土
記
、出
雲
国
の
荷
札
木
簡
に
記
載
の「
紫
菜
」は
、『
延
喜
式
』に
は
、

出
雲
国
の
中
男
作
物
と
し
て
規
定
が
見
え
る
。
ま
た
『
毛
吹
草
』
に
は
「
十
六
嶋

苔
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
は
「
ウ
ッ
プ
ル
イ
ノ
リ
」
の
名
称
で
、
出

雲
国
の
名
物
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
出
雲
の
海
で
は
、
上
質
ノ

リ
と
し
て
名
高
い
「
ウ
ッ
プ
ル
イ
ノ
リ
（
十
六
島
海
苔
）」
の
産
出
が
、
現
代
ま

で
続
い
て
い
る
。

　

木
簡
資
料
に
み
る
海
藻
、『
延
喜
式
』
に
み
る
海
藻
貢
進
規
定
、『
毛
吹
草
』
に

記
さ
れ
る
名
物
、
昭
和
初
期
の
食
生
活
の
記
録
か
ら
は
、
古
代
よ
り
千
数
百
年
に

わ
た
っ
て
多
種
多
様
の
海
藻
を
育
み
続
け
た
、
美
し
く
豊
か
な
志
摩
（
伊
勢
）
の

海
の
姿
が
立
ち
現
れ
て
く
る
。

　

海
藻
の
海
は
、
豊
か
な
海
洋
資
源
を
も
た
ら
す
。
海
藻
類
を
は
じ
め
と
す
る
多

様
な
海
産
物
の
恵
み
に
よ
り
、
志
摩
国
は
、
御
食
国
、「
贄
」
の
貢
進
国
と
い
う

独
自
の
歴
史
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
古
よ
り
、
伊
勢
・
志
摩
の
海
、
東

海
の
海
が
育
む
海
産
物
が
、
伊
勢
神
宮
の
神
饌
と
し
て
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

太
平
洋
に
臨
む
志
摩
国
、
日
本
海
に
臨
む
出
雲
国
・
隠
岐
国
は
、
古
代
よ
り
海

藻
の
二
大
産
出
地
で
あ
っ
た
。
昭
和
初
期
の
記
録
は
、
生
育
す
る
海
藻
の
種
類
や

呼
称
が
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
海
藻
の
採
取
方
法
、
そ

れ
ぞ
れ
の
海
藻
に
適
し
た
利
用
法
や
調
理
法
も
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
工
夫
さ

れ
、
編
み
出
さ
れ
た
。
豊
饒
の
海
と
と
も
に
あ
る
長
い
歴
史
を
背
景
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
根
ざ
し
た
独
自
の
文
化
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

註（
１
） 　
『
続
日
本
紀
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）。
以
下
、
原
文

を
記
す
。「
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
、
着
二
好
字
一
。
其
郡
内
所
レ
生
、
銀
銅
彩
色
草
木
禽

獣
魚
虫
等
物
、
具
録
二
色
目
一
、
及
土
地
沃
塉
、
山
川
原
野
名
号
所
由
、
又
古
老
相
伝
旧

聞
異
事
、
載
二
于
史
籍
一
言
上
」。

（
２
） 　

秋
本
吉
郎
校
注
『
風
土
記
』
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
、一
九
六
二
年
）、解
説
、

一
〇
〜
一
一
頁
。

（
３
） 　
『
続
日
本
紀
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）、
補
注
一
二
風

土
記
の
撰
進
、
四
二
七
頁
。

 

　

な
お
狩
野
久
は
、
日
本
と
中
国
の
調
制
を
比
較
す
る
と
、「
中
国
の
調
は
、
品
目
が

数
種
の
織
物
に
限
ら
れ
て
現
物
貨
幣
と
し
て
の
性
格
が
濃
い
の
に
対
し
、
日
本
の
調
は
、

品
目
が
多
く
、
地
域
的
特
産
物
と
い
う
性
格
が
強
い
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
狩
野
久
『
日

本
古
代
の
国
家
と
都
城
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
）、「
律
令
財
政
の
機
構
」、

一
八
八
頁
。

（
４
） 　

秋
本
吉
郎
校
注
『
風
土
記
』
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
）
を

参
照
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
〈
表
１
〉
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
藻
類
に
関
す
る
表
記
・

ル
ビ
・
解
説
等
も
、
こ
れ
に
拠
り
記
し
た
。

（
５
） 　

関
根
真
隆『
奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
六
九
年
）、一
〇
七
〜
八
頁
。

（
６
） 　

瀬
川
宗
吉
『
原
色
日
本
海
藻
図
鑑
』（
保
育
社
、一
九
七
八
年
、増
補
版
）、五
三
〜
五
頁
。

（
７
）　
『
律
令
』
日
本
思
想
大
系
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）、
二
四
九
〜
五
〇
、五
八
二
〜

三
頁
。

（
８
） 　

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
木
簡
二　

解
説
』（
一
九
七
五
年
）。

（
９
） 　

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』（
十
六
）（
一
九
八
三

年
）。

（
10
） 　
『
日
本
史
広
辞
典
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、「
延
喜
式
」
項
。

（
11
） 　
〈
表
２
〉
〜
〈
表
５
〉
は
、『
延
喜
式
』
國
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
、
新
訂
増
補
）
に

基
づ
い
て
作
成
し
、
海
藻
類
の
傍
訓
も
こ
れ
に
拠
っ
た
。

（
12
） 　

関
根
・
註
（
５
）
前
掲
書
、
九
五
頁
。

 

　

な
お
、「
和
（
ニ
キ
）」
と
「
荒
（
ア
ラ
）」
が
、
対
概
念
の
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

こ
れ
ら
の
語
を
構
成
要
素
と
す
る
「
和
び
」
︱
「
荒
び
」、「
和
栲
」
︱
「
荒
栲
」、「
和
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み
、「
ト
コ
ロ
テ
ン
状
の
凝
固
物
を
成
生
し
得
る
海
藻
の
こ
と
で
、
狭
義
に
は
大
、

小
凝
菜
、広
義
に
は
そ
の
性
質
を
も
っ
た
海
藻
類
一
般
を
さ
」
す
と
し
、「
大
凝
菜
」

は
、
テ
ン
グ
サ
で
あ
る
と
い
う
。（

31
）
昭
和
初
期
、「
て
ん
ぐ
さ
」
は
ト
コ
ロ
テ
ン

の
原
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
歴
史
が
、
は
る
か
古
代
に
ま
で
溯
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、「
凝
海
菜
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
は
伝
え
て
い
る
。

　

一
方
、
海
の
幸
に
恵
ま
れ
た
三
重
県
の
地
理
に
つ
い
て
、『
聞
き
書　

三
重
の

食
事
』
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。「
三
重
県
は
、
太
平
洋
に
臨
む
志
摩
半
島

を
中
心
に
、
伊
勢
湾
、
熊
野
灘
と
、
三
方
が
黒
潮
の
海
に
面
し
て
い
て
、
海
の
幸

に
は
こ
の
う
え
も
な
く
恵
ま
れ
て
い
る
」（
三
二
八
頁
）「
三
重
県
を
囲
む
海
岸
線

は
非
常
に
長
い
。
約
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
北
は
伊
勢
湾
に
、
南
志

摩
、
熊
野
は
太
平
洋
の
荒
波
に
面
し
て
い
る
」（
三
三
八
頁
）。
長
い
海
岸
線
が
、

南
方
か
ら
の
暖
流
「
黒
潮
（
日
本
海
流
）」
の
海
に
面
す
る
地
理
的
環
境
が
、
多

種
多
様
の
海
藻
を
は
じ
め
、
豊
か
な
海
洋
資
源
を
育
ん
だ
こ
と
は
、〈
表
８
〉
の

海
藻
の
記
録
（『
聞
き
書　

三
重
の
食
事
』
掲
載
「
志
摩
海
岸
の
海
産
物
の
利
用
」

（
二
八
三
頁
）
よ
り
、「
海
草
類
」
の
「
品
名
」「
利
用
の
し
か
た
」
を
抜
粋
）
も
明
示

す
る
。（

32
）

　

平
安
時
代
の
『
延
喜
式
』〈
表
２
〉（
主
計
式
上
）
で
確
認
し
た
、
志
摩
国
の
海

藻
貢
進
規
定
と
昭
和
初
期
の
海
藻
の
記
録
を
比
較
し
て
み
よ
う
。わ
か
め（
海
藻
）・

あ
ら
め
（
滑
海
藻
）・
み
る
（
海
松
）
が
、
共
に
認
め
ら
れ
る
海
藻
で
あ
る
。
江

戸
時
代
の
『
毛
吹
草
』
と
の
比
較
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
志
摩
に
鷄
冠
苔
（
ト
サ

カ
ノ
リ
）
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、〈
表
８
〉
の
「
と
り
の
と
さ
か
」
と
同
種
の
海

藻
と
思
わ
れ
る
。
伊
勢
の
名
物
と
し
て
記
さ
れ
た
海
藻
と
共
通
す
る
の
は
、
わ
か

め
（
國
崎
若
和
布
）・
あ
ら
め
（
荒
和
布
）・
ひ
じ
き
（
鹿
尾
藻
）・
み
る
（
海
松
）

で
あ
る
。
な
お
〈
表
８
〉
の
「
て
ん
ぐ
さ
」
に
つ
い
て
は
、『
延
喜
式
』〈
表
５
〉

志
摩
国
の
貢
進
規
定
の
「
大
凝
菜
」
と
同
一
の
海
藻
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。（33
）

　

で
は
、〈
表
８
〉
昭
和
初
期
の
海
藻
の
記
録
と
志
摩
国
の
海
藻
木
簡
に
記
さ
れ

た
海
藻
類
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
木
簡
の
「
海
藻
」「
尓
支
米
」
は
「
わ
か
め
」
に
、

「
撫
滑
海
藻
」「
末
滑
海
藻
」
は
「
あ
ら
め
」
に
、「
海
松
」
は
「
み
る
」
に
比
定

さ
れ
る
。
ま
た
「
は
ば
」
は
ノ
リ
類
で
あ
る
が
、木
簡
に
は
「
赤
乃
利
」「
布
乃
利
」

の
記
載
が
あ
る
。

　

奈
良
、
平
安
、
江
戸
時
代
の
記
録
と
の
比
較
を
通
し
て
、
志
摩
（
伊
勢
）
の
海

が
、
千
数
百
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
変
わ
る
こ
と
な
く
多
種
多
様
の
海
藻
を
育
み
、

産
出
し
続
け
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
海
と
と
も
に
あ
る
志
摩
の

人
々
は
、
海
藻
を
は
じ
め
、
豊
か
な
海
の
恵
み
を
享
受
し
つ
つ
、
食
を
は
じ
め
と

す
る
独
自
の
文
化
を
長
い
年
月
を
か
け
て
醸
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
昭
和
初
期
に
お
け
る
「
隠
岐
の
島
」・「
志
摩
海
岸
」
に
お
け
る
海
藻
の

記
録
を
見
て
き
た
。
暖
流
と
寒
流
と
が
交
わ
り
、
せ
め
ぎ
合
う
隠
岐
の
島
、
ま
た

暖
流
「
黒
潮
」
の
流
れ
る
志
摩
海
岸
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
地
理
的
環
境
ゆ
え
に
、

豊
か
な
海
洋
資
源
に
恵
ま
れ
、
多
種
多
様
の
海
藻
が
育
ま
れ
た
海
域
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
両
地
域
に
海
と
と
も
に
暮
ら
す
人
々
に
は
、
海
か
ら
の
恵
み
で
あ
る
多

〈表８〉「志摩海岸の海産物の利用」より一部抜粋
　　　　（『聞き書　三重の食事』283頁掲載）

わ か め
あ ら め
て ん ぐ さ
とりのとさか
あ お さ
ひ じ き
み る
あ ば た
は ば
も ず く

味噌汁，とろろ汁，酢のもの
酢のもの
寒天，販売
刺身のつま
あおさ汁
煮つけ
酢だまり
とろろ汁，澄まし汁
はばのり
酢のもの

（注）　「志摩海岸の海産物の利用」は、「魚類」「貝類」「海草類」
について、その「品名」「利用のしかた」「漁獲期，収穫期」「利用・
貯蔵期」「保存法」を示す一覧表であるが、その一部分を抜粋、引
用し、活用させて戴いた。
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と
紀
伊
で
あ
る
。

　

十
七
世
紀
、
江
戸
時
代
に
記
さ
れ
た
『
毛
吹
草
』
に
み
る
海
藻
の
記
録
を
検
討

し
た
。
奈
良
、
平
安
時
代
の
記
録
に
み
え
た
出
雲
・
東
海
地
域
産
出
の
海
藻
は
、

江
戸
時
代
に
い
た
り
「
名
物
」
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
両
地
域
は
、

古
代
か
ら
ひ
き
続
き
日
本
有
数
の
海
藻
産
出
地
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
奈
良
、
平
安
か
ら
江
戸
時
代
に
い
た
る
ま
で
、
お
よ
そ
千
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
出
雲
の
海
、
東
海
の
海
は
、
大
き
な
環
境
変
化
に
み
ま
わ
れ
る
こ
と
も
な

く
、
多
種
多
様
な
海
藻
を
育
み
続
け
た
豊
か
な
海
で
あ
っ
た
。

七　

昭
和
初
期
の
食
生
活
の
記
録
に
み
る
海
藻
類

　

本
節
で
は
、「
大
正
の
終
わ
り
か
ら
昭
和
の
初
め
こ
ろ
」
の
食
生
活
に
つ
い
て
、

聞
き
書
き
の
か
た
ち
で
再
現
し
た
、『
聞
き
書　

島
根
の
食
事
』（
日
本
の
食
生
活

全
集
32
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
九
一
年
）・『
聞
き
書　

三
重
の
食
事
』（
日

本
の
食
生
活
全
集
24
、農
山
漁
村
文
化
協
会
、一
九
八
七
年
）
か
ら
、「
隠
岐
の
島
」・

「
志
摩
海
岸
」
に
お
け
る
海
藻
（
海
草
）
の
記
録
を
探
り
た
い
。

　

隠
岐
の
島
の
地
理
的
環
境
に
つ
い
て
、『
聞
き
書　

島
根
の
食
事
』
は
次
の
よ

う
に
記
す
。「
隠
岐
の
島
は
、
島
根
半
島
の
北
方
、
本
土
と
最
短
距
離
に
し
て

四
四
キ
ロ
隔
た
っ
た
海
上
に
浮
か
ぶ
群
島
で
あ
る
。
本
土
に
近
い
中
ノ
島
、
西
ノ

島
、
知
夫
里
島
か
ら
な
る
島
前
と
、
遠
方
の
最
も
大
き
な
島
の
島
後
か
ら
な
っ
て

い
る
。
︱　

中
略　

︱　

島
の
周
囲
は
、
暖
流
と
寒
流
が
交
わ
る
海
域
で
あ
る
た

め
多
く
の
魚
種
が
集
ま
り
、
絶
好
の
漁
場
と
な
っ
て
い
る
」（
三
五
四
頁
）。
南
方

か
ら
の
暖
流
が
分
岐
し
、
対
馬
海
峡
を
経
由
、
日
本
海
を
流
れ
る
「
対
馬
海
流
」、

そ
し
て
サ
ハ
リ
ン
の
西
よ
り
南
下
す
る
寒
流
「
リ
マ
ン
海
流
」
が
交
わ
る
隠
岐
の

島
周
辺
の
海
域
は
、
暖
流
と
寒
流
が
せ
め
ぎ
合
う
と
い
う
特
殊
な
地
理
的
環
境
ゆ

え
に
、
多
種
多
様
の
海
産
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

　

さ
て
、〈
表
７
〉
は
、『
聞
き
書　

島
根
の
食
事
』
掲
載
「
隠
岐
の
島
の
海
産
物

の
利
用
」（
三
一
二
頁
）
よ
り
、「
海
草
」
部
分
（「
品
目
」「
利
用
法
，特
徴
な
ど
」）

を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。〈
表
７
〉
は
、
昭
和
初
期
に
お
い
て
、
多
種
多
様
の

海
藻
が
採
取
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
海
藻
に
適
し
た
調
理
法
が
編
み
出
さ
れ
、
食
さ

れ
て
い
た
と
い
う
事
実
の
記
録
で
あ
る
。

〈表７〉「隠岐の島の海産物の利用」より一部抜粋
　　　　（『聞き書　島根の食事』312頁掲載）

め の は
（わ か め）
め か ぶ
岩 の り

は ば
じ ん ば
（ほんだわらの若芽）
あ ら め
て ん ぐ さ
も ず く
岩 も ず く
そ ぞ
（ゆ　　な）

酢のもの，味噌汁，煮もの，こしょめのは
めのはの根で，味噌汁，炒り煮，めかぶ
飯，めかぶそば
のり巻きずし，あぶってお菜に，のり醬油むすび

はば飯，酢のもの

藻葉によく似ている。漬物，あえもん

酢のもの，煮もの

ところてん

三杯酢

ふつうのもずくより少し粒が太い。三杯酢で

三杯酢，汁

（注）　「隠岐の島の海産物の利用」は、「魚」「貝、その他」「海草」について、
その「品目」「利用法，特徴など」「漁獲・採取時期」「保存法」を示す一覧
表であるが、その一部分を抜粋、引用し、活用させて戴いた。

　

試
み
に
、〈
表
７
〉
の
海
藻
類
と
、
五
節
で
検
討
し
た
隠
岐
国
の
海
藻
木
簡
に

記
さ
れ
た
海
藻
類
を
比
較
し
て
み
た
い
。
木
簡
の「
海
藻
」「
若
海
藻
」「
軍
布
」「
若

軍
布
」
は
、「
め
の
は
」（
＝
わ
か
め
）
に
比
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
木
簡
の
用
例

数
の
多
さ
か
ら
も
、
隠
岐
国
は
古
代
よ
り
「
め
の
は
」（
＝
わ
か
め
）
の
産
出
量

が
際
立
っ
て
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
木
簡
に
は
「
乃
利
」「
紫
菜
」、〈
表
７
〉
に

は
「
岩
の
り
」「
は
ば
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
ノ
リ
類
で
あ
ろ
う
。
ま
た
木
簡
に

「
凝
海
菜
」
と
あ
る
。
関
根
真
隆
に
よ
れ
ば
、「
凝
海
菜
」
は
「
コ
ル
モ
ハ
」
と
訓
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山
城　
　
　

冷レ
イ

泉セ
ン

通
ニ　

…　

ミ
ス
カ
ラ
混
布
ニ

テ
作
之

和
泉　
　
　

石イ
シ

津ヅ
ノ

神ジ
ン

馬バ

藻サ
ウ

伊
勢　
　
　

馬マ

瀬ゼ
ノ

青ア
ヲ

苔ノ
リ　
　

海ミ

松ル　
　

海フ
ノ
リ蘿　

　

國ク

崎ザ
キ 

若ワ
カ

和メ
布　
　

同
和メ
布
耳ミ

ゝ　
　

荒ア
ラ

和メ布　
　

鹿ヒ

尾ジ

藻キ　
　

甘ア
マ
ノ苔

志
摩　
　
　

鷄ト
サ

冠カ

苔ノ
リ　
　

和メ布

三
河　
　
　

稚チ

海カ
イ

藻サ
ウ

遠
江　
　
　

掛カ
ケ

川ガ
ハ
ノ　

…　

同
搗カ
ヂ

和メ布

駿
河　
　
　

冨フ

士ジ

苔ノ
リ
山
中
谷
川

ニ
有
之　

武
藏　
　
　

礒イ
ソ

物モ
ノ

安
房　
　
　

小コ
ミ
ナ
ト
ノ
リ

湊
苔　
　

ハ
ヾ
苔ノ

リ　
　

生シ
ヤ
ウ
カ家

ノ
紐ヒ

モ

苔ノ
リ

下
總　
　
　

葛カ

西サ
イ

苔ノ
リ
是
ヲ
淺
草

苔
ト
モ
云

下
野　
　
　

日ニ
ツ
ク
ハ
ウ
ノ
リ

光
苔
川
ニ

有
之

出
羽　
　
　

昆コ

布ブ

若
狹　
　
　

青ア
ヲ

井ヰ
ノ

堅カ
タ

苔ノ
リ　

　

若ワ
カ

和メ布

能
登　
　
　

經
キ
ヤ
ウ
ノ
ヒ
モ
ノ
リ

紐
苔

佐
渡　
　
　

弦ツ
ル

藻モ

松
前　
　
　

昆コ

布ブ

丹
後　
　
　

久ク

美ミ

海ミ

松ル　
　

内ウ
チ

堅カ
タ

苔ノ
リ

因
幡　
　
　

海ウ
ミ

素ゾ
ウ

麪メ
ン
藻也

出
雲　
　
　

十ウ
ツ
フ
ル
イ
ノ
リ

六
嶋
苔　
　

加カ

々ゝ
浦ウ
ラ
ノ
加カ

々ゝ
布メ

隱
岐　
　
　

和メ布

備
前　
　
　

藤フ
ヂ

戸ト

苔ノ
リ　
　

堅カ
タ

浦ウ
ラ
ノ
白シ

ラ

藻モ

長
門　
　
　

向ム
カ

津ツ

奧ク

苔ノ
リ
向
津
ノ
奧
ノ
入
江
ノ
サ
ヾ
波
ニ
苔
カ
ク
ア

マ
ノ
袖
ヤ
ヌ
レ
ケ
ン　

人
丸
ノ
詠
哥
ト
云　

隼
ハ
ヤ
ト
モ
ミ
ヤ
ウ
ジ
ン

人
明
神
ノ
和メ布
苅カ
リ

紀
伊　
　
　

若
ワ
カ
ノ
ウ
ラ浦
ニ
海モ
ヅ
ク雲　
　

鹿ヒ

尾ジ

藻キ　
　

鳥ト
リ
ノ
ア
シ足 

鳥
ノ
足
ニ
似

タ
ル
藻
也
　
　

鼠ネ
ズ
ミ藻モ　
　

堅カ
タ

苔ノ
リ

　
　
　
　
　

三ミ

穗ホ
ノ
荒ア

和ラ

布メ　
　

賀カ

太ダ

浦ウ
ラ
ノ
賀カ

太ダ

和メ布　
　

粉コ

凝ゴ
リ

草グ
サ
ト
コ
ロ
テ

ン
ニ
用
之　
　

 

布フ

苔ノ
リ

阿
波　
　
　

鹿ヒ

尾ヂ

藻キ　
　

鳴ナ
ル
ト門
和メ布

伊
豫　
　
　

來ク

嶋シ
マ
ノ
白シ

ラ

藻モ

〔
明
、
來く
る

嶋し
ま

白
藻も

〕

土
佐　
　
　

海フ
ノ
リ蘿　

　

本ホ
ン

川カ
ウ
ノ
青ア

ヲ

苔ノ
リ

豊
後　
　
　

海フ
ノ
リ蘿

肥
前　
　
　

若ワ
カ

和メ布　
　

松マ
ツ

苔ノ
リ　
　

海フ
ノ
リ蘿

肥
後　
　
　

菊キ
ク

地チ

苔ノ
リ 

川
ニ

有
之　
　

百ム
カ
デ足

苔ノ
リ 

海
ニ

有

對
馬　
　
　

コ
フ
苔ノ

リ

竹
内
若
校
訂
『
毛
吹
草
』
岩
波
文
庫
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）

　

出
雲
国
風
土
記
に
見
え
る
「
紫
菜
」
が
、「
ウ
ッ
プ
ル
イ
ノ
リ
」
に
比
定
さ
れ

る
こ
と
は
、『
風
土
記
』
の
節
で
言
及
し
た
。『
毛
吹
草
』
に
は
、
出
雲
の
名
物
と

し
て
、「
十
六
嶋
苔
（
ウ
ツ
フ
ル
イ
ノ
リ
）」
の
記
載
が
見
え
る
。
奈
良
時
代
の
記

録
と
し
て
確
認
で
き
る
出
雲
国
の
「
紫
菜
」
は
、
十
七
世
紀
に
は
「
ウ
ッ
プ
ル
イ

ノ
リ
」
の
名
称
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

上
質
ノ
リ
と
し
て
名
高
い
「
ウ
ッ
プ
ル
イ
ノ
リ
（
十
六
島
ノ
リ
）」
の
産
出
の

歴
史
は
、
奈
良
、
平
安
、
江
戸
時
代
、
そ
し
て
現
代
ま
で
千
数
百
年
の
長
き
に
わ

た
る
。
宮
下
章
は
、「
十
六
島
ノ
リ
」
の
歴
史
を
記
す
と
と
も
に
、
大
正
年
間
か

ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
採
取
・
製
造
・
販
売
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。（30
）

　

で
は
、『
毛
吹
草
』
に
お
け
る
東
海
地
方
の
海
藻
の
記
録
を
見
て
み
よ
う
。
志

摩
に
は
「
鷄
冠
苔
」
と
あ
り
、『
延
喜
式
』〈
表
５
〉
の
伊
勢
国
・
参
河
国
に
み
え

る
「
鳥
坂
苔
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。『
毛
吹
草
』
の
伊
勢
の
記
載
と
『
延
喜
式
』

〈
表
５
〉、
伊
勢
国
貢
進
規
定
を
比
較
す
る
と
、「
青
苔
」「
海
松
」「
鹿
角
菜
」
が

共
通
し
て
見
え
る
。
東
海
地
域
の
特
産
物
で
あ
る
「
滑
海
藻
（
ア
ラ
メ
）」
も
「
荒

和
布
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
延
喜
式
』〈
表
２
〉
の
志
摩
国
に
規
定
さ
れ
る
「
紫

菜
」
は
、
伊
勢
の
名
物
と
し
て
「
甘
苔
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
同
種
の
海
藻
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
三
河
に
は
「
稚
海
藻
」
と
あ
る
が
、『
延
喜
式
』〈
表
３
〉
の
参
河

国
の
貢
進
海
藻
と
符
合
す
る
。
諸
国
の
名
物
と
し
て
の
海
藻
を
記
録
す
る
『
毛
吹

草
』
だ
が
、
多
種
多
様
の
海
藻
が
記
さ
れ
て
い
る
点
で
他
国
を
凌
ぐ
の
は
、
伊
勢
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用
い
た
次
の
歌
が
あ
る
。「
角
島
の
迫
門
の
稚
海
藻
［
稚
海
藻
］
は
人
の
む
た
荒

か
り
し
か
ど
わ
が
む
た
は
和
海
藻
［
和
海
藻
］」〔
巻
十
六
・
三
八
七
一
〕、「
比
多

潟
の
磯
の
若
布
［
和
可
米
］
の
立
ち
乱
え
吾
を
か
待
つ
な
も
昨
夜
も
今
夜
も
」〔
巻

十
四
・
三
五
六
三
〕。（24
）

　
「
メ
」
と
訓
む
「
海
藻
」
と
「
軍
布
」。
こ
の
事
実
を
ふ
ま
え
、〈
表
６
〉
の
木

簡
表
記
を
一
覧
す
る
と
、「
海
藻
」
と
「
軍
布
」
を
構
成
要
素
と
す
る
「
若
海

藻
」
︱
「
若
軍
布
」、「
和
海
藻
」
︱
「
和
軍
布
」、「
尓
支
米
」
︱
「
尓
支
軍
布
」

の
表
記
に
、言
語
の
体
系
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、「
海
松
」「
皆
流
」「
弥
留
」、

「
布
乃
利
」「
布
乃
理
」「
不
乃
理
」、「
伊
祇
須
」「
伊
支
須
」「
伊
伎
須
」
の
よ
う
に
、

同
一
と
思
し
き
海
藻
に
、
異
な
る
表
記
が
与
え
ら
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

　

次
に
、「
紫
菜
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。「
紫
菜
」
の
表
記
は
７
例
見
ら
れ
、

地
名
無
記
載
の
４
例
を
除
く
３
例
は
、隠
岐
（
２
例
）
と
出
雲
（
１
例
）
で
あ
る
。

木
簡
資
料
は
、
こ
の
地
域
が
「
紫
菜
」
の
産
出
地
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
伝
え

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
事
実
は
、
先
に
検
討
し
た
出
雲
国
風
土
記
の
記
事
、
さ
ら

に
『
延
喜
式
』
に
み
た
諸
国
貢
進
物
規
定
の
海
藻
類
の
記
録
と
符
合
す
る
。

　

さ
て
、
隠
岐
国
の
海
藻
木
簡
は
、
国
名
の
明
ら
か
な
１
１
８
例
中
、
48
例

（
40
・
７
％
）
と
最
多
を
数
え
る
。（25
）
ま
た
隠
岐
国
の
海
藻
の
種
類
は
、「
海
藻
」「
若

海
藻
」「
軍
布
」「
若
軍
布
」「
紫
菜
」「
乃
利
」「
凝
海
菜
」「
海
松
」
と
多
様
で
あ

る
。
出
雲
国
の
海
藻
木
簡
は
６
例
、
近
隣
の
因
幡
国
に
も
、「
海
藻
」（「
酢
海
藻
」

含
む
）
表
記
の
木
簡
が
９
例
見
え
る
。
こ
の
地
域
は
、「
紫
菜
」
を
は
じ
め
と
す

る
海
藻
の
一
大
産
出
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

一
方
、
東
海
地
域
の
諸
国
に
つ
い
て
、
木
簡
資
料
は
何
を
語
っ
て
く
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。〈
表
６
〉
に
み
え
る
伊
勢
国
・
志
摩
国
・
参
河
国
の
海
藻
木
簡
を
検
討

し
て
み
よ
う
。

　

志
摩
国
の
海
藻
木
簡
は
、
隠
岐
国
に
次
い
で
23
例
（
19
・
５
％
）。
そ
の
海
藻

の
種
類
は
、「
海
藻
」「
尓
支
米
」「
海
藻
根
」「
撫
滑
海
藻
」「
末
滑
海
藻
」「
布
乃

利
」「
赤
乃
利
」「
名
乃
利
毛
」「
伊
祇
須
」「
海
松
」
と
多
種
多
様
で
あ
り
、
こ
の

点
隠
岐
国
を
凌
ぐ
。

　
「
滑
海
藻
（
ア
ラ
メ
）」
に
つ
い
て
は
、『
延
喜
式
』
の
貢
進
規
定
で
は
伊
勢
国
・

志
摩
国
・
紀
伊
国
の
み
で
あ
る
こ
と
は
前
節
で
述
べ
た
。
木
簡
資
料
に
は
、
伊
勢

国
に
「
滑
海
藻
」、志
摩
国
に
「
撫
滑
海
藻
」「
末
滑
海
藻
」
が
認
め
ら
れ
る
。「
滑

海
藻
」
は
、
や
は
り
こ
の
地
域
の
特
産
物
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
参
河
国
の
海
藻
木
簡
に
は
、「
小
凝
」「
海
松
」
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
海

藻
は
、
前
節
『
延
喜
式
』
の
〈
表
５
〉
民
部
式
下
・
交
易
雑
物
条
の
規
定
と
符
合

す
る
。

　

以
上
、
海
藻
類
の
表
記
が
認
め
ら
れ
る
木
簡
、
海
藻
木
簡
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

国
名
の
明
ら
か
な
海
藻
木
簡
の
う
ち
、
隠
岐
国
と
志
摩
国
の
も
の
が
お
よ
そ
六
割

を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
古
代
よ
り
こ
の
両
地
域
が
、
海
藻
の
二
大
産
出
地
で
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。（26
）

六　
『
毛
吹
草
』
に
み
る
海
藻
類

　
『
毛
吹
草
』
は
、
十
七
世
紀
成
立
の
俳
諧
の
書
で
あ
る
。
新
村
出
の
解
説
（
27
）

に
よ
れ
ば
、「
毛
吹
草
七
巻
は
、
貞
徳
門
下
の
異
端
者
松
江
重
頼
の
編
輯
し
た
貞

門
俳
諧
の
方
式
の
書
」
で
あ
り
、「
巻
四
に
は
本
邦
古
今
の
名
物
（
物
産
）
を
五

畿
七
道
の
國
別
に
排
列
し
て
、
松
前
や
琉
球
や
高
麗
や
の
異
域
の
産
物
を
も
附
載

し
た
。
︱　

中
略　

︱　

重
頼
は
、
古
來
の
連
歌
師
や
近
世
の
俳
諧
者
と
同
様
に

廣
く
四
方
に
行
脚
し
諸
國
の
名
物
を
も
見
聞
し
た
。
そ
こ
で
庭
訓
往
來
所
載
の
分

を
除
い
て
、
大
體
近
世
初
期
の
物
産
を
地
方
別
に
枚
擧
し
て
お
い
て
く
れ
た
」
と

あ
る
。

　

以
下
は
、『
毛
吹
草
』
巻
四
に
列
挙
さ
れ
る
諸
国
の
名
物
（
物
産
）
の
う
ち
、

海
藻
類
に
関
す
る
記
載
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。（28
）

從
二
諸
︱

國
一
出
ル
古
︱

今
ノ
名
︱

物
聞
＿

觸
見
＿

及
類
載
レ
之
但
シ
庭
︱

訓
ニ
用
＿

分
ハ
除
クレ　

之
ヲ
（
29
）
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五　

木
簡
資
料
に
み
る
海
藻
類

　

七
〜
九
世
紀
の
日
本
は
、
木
簡
の
時
代
と
い
わ
れ
る
。
藤
原
宮
跡
・
平
城
宮
跡

等
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、
古
代
の
律
令
制
下
に
お
け
る
行
政
実
務
や
生
活
の
実

態
を
示
す
貴
重
な
史
料
と
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
貢
進
物
荷
札
・
物
品
付
札

と
し
て
機
能
し
た
付
札
木
簡
に
は
、
諸
国
か
ら
貢
進
さ
れ
た
物
品
の
数
々
が
具
体

的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
ど
の
よ
う
な
海
藻
が
、
ど
の
地
域
で
産
出
さ
れ
て

い
た
の
か
。
当
時
の
人
々
が
実
際
に
食
し
、
あ
る
い
は
活
用
し
て
い
た
海
藻
の
種

類
・
産
出
地
域
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
木
簡
資
料
に
そ
の
記
録
を
求
め
る
こ

と
は
有
効
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
木
簡
資
料
に
み
る
海
藻
類
の
記
録
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

　
〈
表
６
〉
は
、『
奈
良
文
化
財
研
究
所
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
の
検
索
結
果
（
20
）

に
基
づ
い
て
、
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
海
藻
類
の
表
記
が
認
め
ら
れ
る
木
簡
の

う
ち
、
地
名
の
記
載
が
見
ら
れ
る
木
簡
に
つ
い
て
、
国
別
に
分
類
し
、
そ
の
用
例

数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
地
名
の
記
載
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
文
字
の

欠
落
・
省
略
等
の
た
め
に
、
地
域
が
確
定
で
き
な
い
、
ま
た
複
数
の
地
域
が
想
定

さ
れ
る
等
の
用
例
（
21
）
は
、「
地
名
特
定
不
可
」
の
項
に
用
例
数
を
示
し
た
。

　

関
根
真
隆
は
『
奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
』
に
お
い
て
、
奈
良
時
代
の
記
録
を

駆
使
し
つ
つ
、
奈
良
時
代
の
食
用
海
藻
類
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。（

22
）
奈
良

時
代
の
記
録
に
み
る
「
海
藻
」
は
、
海
藻
類
の
汎
称
で
は
な
く
、「
メ
、
ニ
ギ
メ
、

和
布
」
の
こ
と
で
、
現
在
の
ワ
カ
メ
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
を
、
関
根
は
『
新
撰
字

鏡
』『
和
名
抄
』
の
古
辞
書
の
記
事
を
以
て
明
ら
か
に
し
た
。（23
）

　

ま
た
「
軍
布
」
は
「
メ
」
と
訓
む
と
さ
れ
る
。
つ
と
に
諸
家
の
言
及
す
る
と
こ

ろ
だ
が
、『
万
葉
集
』
に
も
「
軍
布
」
表
記
が
見
ら
れ
る
。
福
岡
県
志
賀
島
の
海

人
の
歌
と
い
わ
れ
る
「
志
可
の
海
人
は
藻
［
軍
布
］
刈
り
塩
焼
き
暇
な
み
髪
梳
の

小
櫛
取
り
も
見
な
く
に
」〔
巻
三
・
二
七
八
〕
で
あ
る
。
そ
の
他
『
万
葉
集
』
に
は
、

「
和
海
藻
」〔
ニ
キ
メ
〕・「
稚
海
藻
」〔
ワ
カ
メ
〕・「
和
可
米
」〔
ワ
カ
メ
〕
表
記
を

〈表６〉　海藻類　木簡表記

（注１）　この資料は、『奈良文化財研究所木簡データベース』の検索（2017年９月26日）結果に拠り、作成したものである。
（注２）　地名特定不可＝地名の記載はあるが、不確定、また複数可能性がある場合等
（注３）　校訂用例とは、海藻類の表記部分について、校訂がある用例。　　（例） 海□［藻ヵ］

海
藻
若
海
藻

和
海
藻

尓
支
米

穉
海
藻

搗
海
藻

切
海
藻

酢
海
藻

軍
布
和
軍
布

尓
支
軍
布

若
軍
布

昆
布
海
藻
根

滑
海
藻

撫
滑
海
藻

末
滑
海
藻

未
滑
海
藻

紫
菜
乃
利
布
乃
利

布
乃
理

不
乃
理

赤
乃
利

青
乃
利

奈
乃
利
毛

名
乃
利
毛

心
太
大
凝
小
凝
凝
海
菜

海
菜
伊
祇
須

伊
支
須

伊
伎
須

鹿
角
菜

鹿
尾
菜

角
俣
海
松
皆
流
弥
留

83 19 1 4 1 1 1 1 37 1 1 2 3 4 11 3 2 1 7 6 3 2 1 2 1 2 1 9 1 1 1 1 2 9 1 1 1 3 11 1 2

海藻類
　木簡表記

地名
用例数　合計

地名無記載
地名特定不可　（注２）

29
4

1
7

2

2
2
8
1
2
1
19
1
1
1
2

3

6

1
1
2

1
1

1

1
3

1

1

2

1 3

1

1

1

1

1

7
11

18

1

4

1 1 1

1

3 3

1

10

1

2

2

1 2

1

1 4

1

2

1

1

5

2

1

1

1

1

2

1 2

1

7
2

1

1

1

1

1

2

5
2

1

1

1

1 1 1 3 4

5
1

1

1

1 1
1
107
20

1
2
23
2
1
1
1
2
2
1
1
2
4
9
2
6
1
48
2
1
3
2
1

16校訂用例数　（注３）

大和
伊勢
志摩
参河
駿河
上総
下総
常陸
若狭
佐渡
丹波
丹後
但馬
因幡
伯耆
出雲
石見
隠岐
長門
紀伊
阿波
伊予
筑前

合
計

245

国

　
　
　
　名
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ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
〈
表
５
〉
は
民
部
式
下
、
交
易
雑
物
条
に
規
定
の
物
品
の
う
ち
、
海
藻
類
の
規

定
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。（

19
）
東
海
地
域
の
諸
国
、
伊
勢
国
・
志
摩
国
・
尾

張
国
・
参
河
国
、
そ
し
て
紀
伊
国
（
の
一
部
）
に
、
多
種
多
様
な
海
藻
の
記
録
を

見
る
。
一
方
、
出
雲
国
・
石
見
国
に
も
海
藻
の
規
定
が
あ
る
。

　

以
上
、『
延
喜
式
』に
み
え
る
諸
国
貢
進
物
規
定
の
海
藻
類
の
記
録
を
検
討
し
た
。

東
海
地
域
の
諸
国
が
、
多
種
多
様
な
海
藻
を
産
出
す
る
、
美
し
く
、
豊
か
な
海
を

擁
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
志
摩
国
は
、
海
藻
類
を
は
じ

め
と
す
る
海
産
物
、
特
に
「
贄
」
の
貢
進
国
と
し
て
、
古
代
よ
り
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

貢
進
「
海
藻
」　—

『
延
喜
式
』—

〈
表
２
〉 

▼
主
計
式
上
（
巻
二
十
四
）

国　

名

税
目

海　
　

藻

伊
勢
国

中
男
作
物

滑ア

ラ

メ
海
藻

志
摩
国

調

紫ノ

リ菜　

海ミ

ル松　

鹿フ

ノ

リ
角
菜

海メ藻　

海マ
ナ
カ
シ

藻
根　

小
凝
菜

角ツ
ノ
マ
タ
ノ
リ

俣
菜　

於ヲ
コ
ノ
リ

期
菜　

滑ア

ラ

メ
海
藻

参
河
国

中
男
作
物

海
藻

相
模
国

中
男
作
物

海
藻

安
房
国

庸

海
松

上
総
国

中
男
作
物

凝
海
藻

若
狭
国

調中
男
作
物

凝
菜

海
藻

越
前
国

中
男
作
物

海
藻

加
賀
国

中
男
作
物

海
藻

丹
後
国

中
男
作
物

海
藻

但
馬
国

中
男
作
物

海
藻

因
幡
国

中
男
作
物

海
藻

出
雲
国

中
男
作
物

紫ノ

リ菜　

海メ藻

石
見
国

中
男
作
物

紫
菜

隠
岐
国

調中
男
作
物

紫
菜　

海
藻

紫
菜

長
門
国

中
男
作
物

海
藻

紀
伊
国

調中
男
作
物

滑
海
藻

海
藻　

滑
海
藻

阿
波
国

中
男
作
物

海
藻　

鹿
角
菜　

凝コ
ル
モ
ハ

海
菜

讃
岐
国

中
男
作
物

海
藻

伊
予
国

中
男
作
物

海
藻
根　

海
藻　

雑
海
菜

筑
前
国

調中
男
作
物

海
藻

海
藻

〈
表
３
〉 

▼
内
膳
式
（
巻
三
十
九
）

40
諸
国
貢
進
御
贄
条
・
42
年
料
御
贄
条

国　

名

海　
　

藻

志
摩
国

深
海
松

参
河
国

穉
海
藻

遠
江
国

稚
海
藻

下
総
国

稚
海
藻

常
陸
国

雑
海
藻

陸
奥
国

索ナ

ヒ

メ
昆
布　

細
昆
布　

廣
昆
布

若
狭
国

穉
海
藻　

毛
都
久　

於
己

越
前
国

穉
海
藻

能
登
国

穉
海
藻

越
中
国

穉
海
藻

佐
渡
国

穉
海
藻

但
馬
国

穉
海
藻

因
幡
国

穉
海
藻

伯
耆
国

穉
海
藻　

海
藻
根

長
門
国

穉
海
藻

〈
表
４
〉 

▼
宮
内
式
（
巻
三
十
一
）

44
御
贄
国
条
・
45
例
貢
御
贄
条

国　

名

海　
　

藻

志　

摩

深
海
松

遠　

江

穉
海
藻

陸　

奥

昆
布　

縒
昆
布

若　

狭

毛
都
久　

於
期　

穉
海
藻

越　

前

穉
海
藻

能　

登

穉
海
藻

但　

馬

穉
海
藻

因　

幡

穉
海
藻

〈
表
５
〉 

▼
民
部
式
下
（
巻
二
十
三
）　　

63
交
易
雑
物
条

国　

名

海　
　

藻

伊
勢
国

鹿
角
菜　

青
苔　

海
松　

凝
菜　

於
胡
菜　

鳥
坂
苔　

海
藻
根　

那
乃
利
曾

志
摩
国

大
凝
菜

尾
張
国

鹿
角
菜　

凝
菜　

於
胡
菜

参
河
国

鹿
角
菜　

海
松　

凝
菜　

海
藻
根　

青
苔　

鳥
坂
苔　

於
胡
菜　

那
乃
利
曾

遠
江
国

凝
菜　

海
藻
根

陸
奥
国

昆
布　

索
昆
布　

細
昆
布

出
雲
国

青
苔　

海
松　

海
藻
根　

鳥
坂
苔

石
見
国

青
苔　

海
松　

海
藻
根　

鳥
坂
苔

播
磨
国

鹿
角
菜　

青
苔　

於
胡
菜　

那
乃
利
曾

長
門
国

海
藻

紀
伊
国

鹿
角
菜　

青
苔　

海
松　

海
藻
根　

鳥
坂
苔　

那
乃
利
曾　

大
凝
菜　

於
胡
菜

阿
波
国

凝
菜　

青
苔　

海
藻
根　

於
期
菜　

鹿
角
菜

伊
予
国

海
藻
根　

那
乃
利
曾

土
左
国

紫
菜
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る
記
録
を
、〈
表
２
〉
を
通
し
て
確
認
し
て
み
た
い
。
出
雲
国
は
、
中
男
作
物
と

し
て
「
紫
菜
」
の
規
定
が
見
ら
れ
る
。
出
雲
国
と
同
じ
く
現
島
根
県
の
隠
岐
国
は

調
・
中
男
作
物
と
し
て
、
ま
た
石
見
国
は
中
男
作
物
と
し
て
「
紫
菜
」
の
貢
進
規

定
が
あ
る
。
平
安
時
代
に
お
い
て
も
、
こ
の
地
域
が
「
紫
菜
」
の
一
大
産
出
地
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
東
海
地
域
の
諸
国
は
、
ど
の
よ
う
な
海
藻
を
産
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

伊
勢
湾
、
的
矢
湾
、
英
虞
湾
に
面
す
る
伊
勢
国
、
志
摩
国
、
そ
し
て
熊
野
灘
に
面

し
た
紀
伊
国
、
ま
た
三
河
湾
、
知
多
湾
を
擁
す
る
参
河
国
、
知
多
湾
、
伊
勢
湾
に

面
す
る
尾
張
国
。
他
の
諸
国
と
比
較
す
る
と
、
多
種
多
様
の
海
藻
が
規
定
さ
れ
て

い
る
点
で
、
志
摩
国
は
際
立
っ
て
い
る
。
出
雲
地
方
特
産
の
「
紫
菜
」
も
産
出
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
延
喜
式
』
の
記
録
は
、
多
種
多
様
な
海
藻
を
育
む
豊

か
な
海
が
、
お
よ
そ
千
年
前
に
確
か
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
「
滑
海
藻
」
の
記
載
に
注
目
す
る
と
、
貢
進
規
定
が
あ
る
の
は
伊
勢
国
・

志
摩
国
・
紀
伊
国
の
み
で
、
こ
の
地
域
の
特
産
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
関
根

真
隆
は
「
滑
海
藻
」
に
つ
い
て
、
今
日
ア
ラ
メ
と
称
す
る
海
藻
で
、「
荒
〔
ア
ラ
〕

海
藻
〔
メ
〕」
で
、「
和
海
藻
〔
ニ
ギ
メ
〕」（
＝
ワ
カ
メ
）
に
対
す
る
「
荒
海
藻
〔
ア

ラ
メ
〕」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。（12
）

　
〈
表
３
〉
は
内
膳
式
、
諸
国
貢
進
御
贄
条
・
年
料
御
贄
条
に
、〈
表
４
〉
は
宮
内

式
、
御
贄
国
条
・
例
貢
御
贄
条
に
規
定
の
「
贄
」
貢
納
物
品
の
う
ち
、
海
藻
類
の

規
定
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。「
贄
（
ニ
エ
）」
に
つ
い
て
、『
日
本
史
広
辞
典
』

は
「
神
に
さ
さ
げ
る
食
べ
物
。
と
く
に
古
代
で
は
天
皇
に
対
す
る
食
料
品
一
般
の

貢
納
を
さ
し
、
稲
穀
の
初
物
貢
納
も
さ
す
が
、
魚
介
・
海
藻
・
鳥
獣
な
ど
山
海
の

産
物
が
中
心
」（13
）
と
解
説
す
る
。

　

さ
て
、
志
摩
国
の
特
殊
性
に
つ
い
て
、「
贄
」
貢
進
の
観
点
か
ら
言
及
し
た
論

考
が
あ
る
。
狩
野
久
は
「
志
摩
国
が
御
食
国
す
な
わ
ち
天
皇
の
御
食
料
を
貢
ぐ
国

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
大
和
・
若
狭
・
紀
伊
・
淡
路

の
四
カ
国
と
と
も
に
、
志
摩
は
古
代
に
お
い
て
御
贄
の
貢
進
国
と
し
て
特
殊
な
地

位
を
占
め
て
い
た
」（14
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
彌
永
貞
三
は
、『
延
喜
式
』
に
み
る
志
摩
国
の
特
殊
性
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

『
延
喜
式
』
を
み
る
と
、
志
摩
の
調
・
庸
・
中
男
作
物
・
交
易
雑
物
は
す

べ
て
海
産
物
で
あ
り
、
年
料
、
年
中
節
料
（
七
節
料
）、
旬
料
の
御
贄
と

し
て
海
産
物
を
貢
進
し
て
い
た
。
主
計
式
を
通
じ
て
海
産
物
を
貢
納
す
る

国
は
少
な
く
な
い
が
、
海
産
物
の
み
を
貢
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
た
の
は

志
摩
国
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
同
主
税
式
に
は
供
御
の
御
厨
、
中
宮
御
厨
が

置
か
れ
そ
こ
に
は
専
属
の
潜
女
が
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
志
摩
か
ら
の
年

貢
御
贄
が
伊
勢
・
伊
賀
・
近
江
三
国
の
駅
伝
に
よ
っ
て
逓
送
貢
進
さ
れ
た

こ
と
は
『
日
本
三
代
実
録
』
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。—

　

中
略　

—

　

『
延
喜
式
』
の
貢
租
体
系
か
ら
考
え
る
か
ぎ
り
、
中
央
政
府
が
志
摩
国
に

期
待
し
た
の
は
海
産
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。（15
）

　

彌
永
指
摘
の
、
主
税
式
上
・
志
摩
潜
女
条
に
み
え
る
「
潜か

ず

女き
め

」
規
定
を
次
に
引

用
す
る
。（16
）

凡
志
摩
國
供
二
御
贄
一
潜
女
卅
人
、御
厨
廿
人
、

中
宮
十
人
、
歩
女
一
人
、
仕
丁
八
人
、
其

粮
料
穀
四
百
八
十
斛
、
雑
用
料
二
百
五
十
六
斛
八
斗
二
升
、
潜
女
衣
服
料

稲
二
千
七
百
七
十
三
束
九
把
、
並
以
二
伊
勢
國
正
税
一
充
之

〔
凡
そ
志
摩
国
の
御
贄
を
供
す
る
潜
女
三
十
人
〈
御
厨
二
十
人
、
中
宮
十
人
〉、

歩
女
一
人
、
仕
丁
八
人
。
そ
の
粮
料
の
穀
四
百
八
十
斛
、
雑
用
の
料

二
百
五
十
六
斛
八
斗
二
升
、
潜
女
の
衣
服
の
料
の
稲
二
千
七
百
七
十
三
束

九
把
、
み
な
伊
勢
国
の
正
税
を
以
て
充
て
よ
〕

彌
永
は
、
こ
こ
に
規
定
さ
れ
る
粮
料
・
雑
用
料
・
衣
服
料
（
17
）
の
費
用
か
ら
、「
供

御
贄
貢
上
の
組
織
が
極
め
て
大
が
か
り
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
」
を
推
察
し
て
い

る
。

　

以
上
諸
家
の
研
究
に
よ
り
、
古
代
よ
り
志
摩
国
は
、「
贄
」
の
貢
進
国
（
18
）
と

し
て
特
別
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
中
央
政
府
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
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唯
一
の
完
本
と
さ
れ
る
出
雲
国
風
土
記
、
そ
し
て
播
磨
国
風
土
記
、
常
陸
国
風
土

記
、
豊
後
国
風
土
記
、
肥
前
国
風
土
記
で
あ
る
。

　

さ
て
〈
表
１
〉
は
、
現
存
す
る
『
風
土
記
』
に
見
ら
れ
る
藻
類
及
び
そ
の
産
出

地
を
、一
覧
表
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。（４
）
出
雲
国
風
土
記
（
完
本
）
に
は
、「
海

藻
」「
海
松
」「
紫
菜
」「
凝
海
菜
」「
海
菜
」「
菜
」「
須
我
毛
」
等
の
多
種
の
藻
類

と
そ
の
産
出
地
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
産
出
地
の
分
布

を
検
す
る
に
、主
に
島
根
半
島
の
北
の
日
本
海
（
北
の
海
）、さ
ら
に
中
海
（
入
海
）、

宍
道
湖
（
入
海
）
に
お
い
て
、
多
く
の
藻
類
を
産
出
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

関
根
真
隆
に
よ
れ
ば
、「
紫
菜
」
は
「
ム
ラ
サ
キ
ノ
リ
」
と
訓
む
と
さ
れ
、
出

雲
国
風
土
記
に
記
さ
れ
た
「
紫
菜
」
は
、「
ウ
ツ
プ
ル
イ
ノ
リ
（
十
六
島
海
苔
）」

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。（
５
）
今
日
の
海
藻
学
に
お
い
て
「
う
っ
ぷ
る
い
の
り
」

は
、
原
始
紅
藻
綱
・
あ
ま
の
り
属
の
一
種
と
し
て
分
類
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
布

は
「
北
海
道
及
び
そ
の
周
辺
・
表
日
本
北
部
・
裏
日
本
：
朝
鮮
」
と
さ
れ
る
。（６
）

　

後
述
す
る
よ
う
に
、「
ウ
ッ
プ
ル
イ
ノ
リ
」
は
、
ア
マ
ノ
リ
類
の
中
で
も
上
質

の
ノ
リ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
代
で
も
出
雲
地
方
の
特
産
物
と
し
て
十
六
島
海
苔

（
ウ
ッ
プ
ル
イ
ノ
リ
）が
産
出
さ
れ
て
い
る
。出
雲
国
風
土
記
の「
紫
菜
」の
記
録
は
、

奈
良
時
代
か
ら
千
数
百
年
に
わ
た
り
、「
紫
菜
」
を
育
み
続
け
た
豊
か
な
海
の
存

在
を
私
た
ち
に
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　

養
老
令
に
み
る
海
藻
類

　

養
老
賦
役
令
第
一
条
に
は
、
基
本
的
な
税
目
の
一
つ
で
あ
る
調
（
ツ
キ
・
ミ
ツ

キ
）
の
品
目
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。
調
雑
物
と
し
て
規
定
さ
れ
る
の
は
、鉄
・

鍬
・
塩
・
魚
貝
類
・
海
藻
類
な
ど
三
十
四
品
目
で
あ
る
。
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
る
海

藻
類
を
以
下
に
引
用
（
賦
課
量
は
省
略
）
す
る
。（７
）

紫
菜
、
雑
の
海
菜
、
海
藻
、
滑
海
藻
、
海
松
、
凝
海
菜
、
海
藻
根
、
未
滑

海
藻

　

税
と
し
て
規
定
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
海
藻
類
と
、
前
節
の
〈
表
１
〉
で
見
た
出
雲

国
風
土
記
の
藻
類
の
記
録
を
比
較
対
照
し
て
み
る
。「
滑
海
藻
」「
海
藻
根
」「
未

滑
海
藻
」
以
外
は
、
出
雲
国
で
産
出
さ
れ
る
海
藻
類
と
重
な
る
。
と
り
わ
け
「
紫

菜
」
に
関
し
て
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
出
雲
国
の
特
産
物
で
あ
り
、
従
っ
て
養
老

令
に
定
め
る
「
紫
菜
」
の
貢
進
国
の
一
つ
と
し
て
、
出
雲
国
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

　

次
に
あ
げ
る
平
城
宮
跡
で
出
土
し
た
荷
札
木
簡
の
存
在
は
、
出
雲
国
・
隠
岐
国

か
ら
「
紫
菜
」
が
貢
進
さ
れ
て
い
た
事
実
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

出
雲
國
交
易
紫
菜
三
斤 

「
太
」 

（
８
）

隠
伎
國 

海
部
郡
作
佐
郷 

大
井
里
海
部
小
付　
　

調
紫
菜
二
斤 

（
９
）

四　
『
延
喜
式
』
に
み
る
海
藻
類

　
『
延
喜
式
』
は
、
延
長
五
年
（
九
二
七
）
撰
上
の
、「
律
令
法
の
施
行
細
則
を
集

成
し
た
法
典
」（

10
）
で
、
平
安
時
代
の
重
要
な
法
制
史
料
と
さ
れ
る
。
平
安
時
代

当
時
、
諸
国
に
課
さ
れ
た
税
等
の
詳
細
な
規
定
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

奈
良
時
代
、中
央
政
府
は
諸
国
か
ら
の
物
産
品
の
効
率
的
収
取
を
は
か
る
べ
く
、

地
方
を
正
確
に
知
り
、
各
地
域
の
物
産
品
を
確
実
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
れ
が
『
風
土
記
』
撰
上
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
。
そ

し
て
、
諸
国
か
ら
貢
進
さ
れ
た
物
産
品
は
、
律
令
国
家
の
財
政
を
支
え
た
。『
延

喜
式
』
に
み
え
る
諸
国
貢
進
物
の
規
定
は
、
平
安
時
代
に
お
け
る
諸
国
、
各
地
域

の
特
産
物
を
示
し
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。

　

次
に
示
す
〈
表
２
〉
〜
〈
表
５
〉
は
、
諸
国
か
ら
中
央
政
府
に
貢
進
さ
れ
た
物

品
の
う
ち
、
海
藻
類
の
貢
進
規
定
に
つ
い
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。（11
）〈
表
２
〉

は
、
主
計
式
上
、
国
別
諸
条
に
見
え
る
調
・
庸
・
中
男
作
物
の
貢
納
物
品
の
う
ち
、

海
藻
類
の
規
定
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

奈
良
時
代
の
出
雲
国
風
土
記
に
見
た
「
紫
菜
」
に
つ
い
て
、
平
安
時
代
に
お
け
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さ
て
、
暖
流
「
対
馬
海
流
」
が
流
れ
る
日
本
海
に
面
す
る
島
根
半
島
、
そ
の
出

雲
国
周
辺
の
海
域
は
、
古
よ
り
上
質
の
海
藻
の
産
出
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
た
存

在
で
あ
っ
た
。
ま
た
島
根
半
島
の
沖
あ
い
に
浮
か
ぶ
島
、
隠
岐
国
は
、
南
下
す
る

寒
流
「
リ
マ
ン
海
流
」
と
暖
流
が
交
わ
る
海
域
で
、
そ
の
特
殊
な
環
境
ゆ
え
に
、

多
種
多
様
の
海
産
資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
日
本
海
海
域
の

出
雲
国
・
隠
岐
国
と
比
較
対
照
し
つ
つ
、
志
摩
国
を
は
じ
め
と
す
る
東
海
の
海
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二　
『
風
土
記
』
に
み
る
海
藻
類

　
『
風
土
記
』
は
、
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
の
勅
命
を
う
け
て
、
諸
国
か
ら
撰
上

さ
れ
た
地
誌
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
五
月
甲
子
（
二
日
）
の
条
に
は
、

『
風
土
記
』
撰
進
の
命
が
記
さ
れ
て
い
る
。

畿
内
と
七
道
と
の
諸
国
の
郡
・
郷
の
名
は
、
好
き
字
を
着
け
し
む
。
そ
の

郡
の
内
に
生
れ
る
、
銀
・
銅
・
彩
色
・
草
・
木
・
禽
・
獣
・
魚
・
虫
等
の

物
は
、
具
に
色
目
を
録
し
、
土
地
の
沃
塉
、
山
川
原
野
の
名
号
の
所
由
、

ま
た
、
古
老
の
相
伝
ふ
る
旧
聞
・
異
事
は
、
史
籍
に
載
し
て
言
上
せ
し

む
。（
１
）

　

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
和
銅
六
年
は
「
孝
徳
朝
の
大
化
の
改
新
に
よ
っ
て
天
皇

中
心
的
国
家
組
織
に
大
改
変
の
行
わ
れ
た
後
を
う
け
て
、
新
政
が
整
備
確
立
し
て

ゆ
く
べ
き
時
期
」（
２
）
に
あ
た
っ
て
お
り
、
地
方
を
正
確
に
知
る
こ
と
が
、
こ
の
時

代
の
要
請
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
『
風
土
記
』
の
撰
上
は
、「
中
央
集
権
国
家
の
支

配
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
理
念
的
な
要
請
と
と
も
に
、
ま
た
諸
国
の
物
産
を
確
実

に
把
握
し
、
調
庸
や
諸
国
貢
献
物
と
し
て
貢
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
現
実
的
な
要
請

に
も
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
」（３
）
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
諸
国
か
ら
撰
上
さ
れ
た
『
風
土
記
』
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は

散
佚
し
、現
存
す
る
『
風
土
記
』
は
僅
か
に
五
カ
国
の
み
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

〈
表
１
〉　
『
風
土
記
』
に
お
け
る
藻
類　
（
注
）『
風
土
記
』
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）　

参
照

藻
類　
　

名　

・　

特
徴

用
例
数
　

風
土
記 

産
地
（
所
在
）〔
郡
名
〕

【
国　

名
】

海め藻

９

【
豊
後
国
】 

最
勝
海
藻
の
門
〔
海
部
〕

【
肥
前
国
】 

米
多
井
〔
三
根
〕・
米
多
井
〔
三
根
〕・
米
多
井
〔
三
根
〕・

 

遇
鹿
の
駅
の
東
の
海
〔
松
浦
〕・
鞆
の
駅
の
東
と
西
の

海
〔
松
浦
〕・
大
家
嶋
〔
松
浦
〕・
値
嘉
嶋
〔
松
浦
〕・

速
来
の
門　

枖
れ
る
木
〔
彼
杵
〕

海に
ぎ
め藻

　

＝
わ
か
め
・
和
布

31

 

鯉
石
嶋
〔
嶋
根
〕・
黒
嶋
〔
嶋
根
〕・
比
佐
嶋
〔
嶋
根
〕・

長
嶋
〔
嶋
根
〕・
赤
嶋
〔
嶋
根
〕・
宇
気
嶋
〔
嶋
根
〕・ 

黒
嶋
〔
嶋
根
〕・
黒
嶋
〔
嶋
根
〕・
黒
嶋
〔
嶋
根
〕・
亀
嶋
〔
嶋

根
〕・
蘇
嶋
〔
嶋
根
〕・
間
嶋
〔
嶋
根
〕・
毛
都
嶋
〔
嶋
根
〕・

黒
嶋
〔
嶋
根
〕・
小
黒
嶋
〔
嶋
根
〕・

【
出
雲
国
】 

比
羅
嶋
〔
嶋
根
〕・
黒
嶋
〔
嶋
根
〕・
赤
嶋
〔
嶋
根
〕・

三
嶋
〔
嶋
根
〕・
北
の
海
〔
嶋
根
〕・
著
穂
嶋
〔
秋
鹿
〕・

北
の
海
〔
秋
鹿
〕・
北
の
海
〔
楯
縫
〕・
大
前
嶋
〔
出
雲
〕・

脳
嶋
〔
出
雲
〕・
黒
嶋
〔
出
雲
〕・
御
厳
嶋
〔
出
雲
〕・

栗
嶋
〔
出
雲
〕・
黒
嶋
〔
出
雲
〕・
北
の
海
〔
出
雲
〕・

北
の
海
〔
神
門
〕

最ほ

つ

め

勝
海
藻

　

＝
わ
か
め
の
一
種

　
　

最
も
優
秀
な
海
藻
の
意

2

【
豊
後
国
】 

最
勝
海
藻
の
門
〔
海
部
〕・
最
勝
海
藻
の
門
〔
海
部
〕

種
々
の
海め藻

1

【
常
陸
国
】 

藻
島
〔
多
珂
〕

海み

る松

12

 

蚊
嶋
〔
意
宇
〕・
大
井
の
浜
〔
嶋
根
〕・
北
の
海
〔
嶋
根
〕・

【
出
雲
国
】 

北
の
海
〔
秋
鹿
〕・
北
の
海
〔
楯
縫
〕・
気
多
嶋
〔
出
雲
〕・

 

北
の
海
〔
出
雲
〕・
北
の
海
〔
神
門
〕

【
常
陸
国
】 

行
方
の
海
〔
行
方
〕・
板
来
の
海
〔
行
方
〕

【
肥
前
国
】 

大
家
嶋
〔
松
浦
〕・
値
嘉
嶋
〔
松
浦
〕

海
松
等

2

【
肥
前
国
】 

遇
鹿
の
駅
の
東
の
海
〔
松
浦
〕・
鞆
の
駅
の
東
と
西
の

海
〔
松
浦
〕

海
松
等
の
類

1

【
出
雲
国
】 

入
海
（
＝
中
海
）〔
嶋
根
〕

紫む
ら
さ
き
の
り菜

　
　
　

＝
甘あ
ま

海の

苔り

　
　
　
　

紫
黒
色
の
海
苔

21

 

比
佐
嶋
〔
嶋
根
〕・
長
嶋
〔
嶋
根
〕・
黒
嶋
〔
嶋
根
〕・

黒
嶋
〔
嶋
根
〕・
亀
嶋
〔
嶋
根
〕・
蘇
嶋
〔
嶋
根
〕・ 

毛
都
嶋
〔
嶋
根
〕・
比
羅
嶋
〔
嶋
根
〕・
黒
嶋
〔
嶋
根
〕・

【
出
雲
国
】 

赤
嶋
〔
嶋
根
〕・
北
の
海
〔
嶋
根
〕・
北
の
海
〔
秋
鹿
〕・

御
津
嶋
〔
楯
縫
〕・
能
呂
志
嶋
〔
楯
縫
〕・
許
豆
嶋
〔
楯
縫
〕・

北
の
海
〔
楯
縫
〕・
楯
縫
の
郡
〔
楯
縫
〕・
気
多
嶋
〔
出

雲
〕・
脳
嶋
〔
出
雲
〕・
北
の
海
〔
出
雲
〕

紫む
ら
さ
き
の
り

苔
菜

【
出
雲
国
】 

白
嶋
〔
秋
鹿
〕

海の

り苔

1

【
常
陸
国
】 

乗
浜
〔
信
太
〕

凝こ
る
も
は

海
菜

4

【
出
雲
国
】 

北
の
海
〔
秋
鹿
〕・
北
の
海
〔
楯
縫
〕・
北
の
海
〔
出
雲
〕・

北
の
海
〔
神
門
〕

凝
海
菜
等
の
類

　
　
　

＝
心
太
・
テ
ン
グ
サ

1

【
出
雲
国
】 

北
の
海
〔
嶋
根
〕

雑く
さ
ぐ
さの
海も

は菜

1

【
肥
前
国
】 

値
嘉
嶋
〔
松
浦
〕

海う
み
つ
も
は
菜
の
類

1

【
出
雲
国
】 

出
雲
国
総
記

菜も
は

＝
水
藻

2

【
出
雲
国
】 

来
食
の
池
〔
神
門
〕・
笠
柄
の
池
〔
神
門
〕

藻も
は

＝
塩
を
焼
く

2

【
常
陸
国
】 

行
方
の
海
〔
行
方
〕・
板
来
の
海
〔
行
方
〕

須す

が

も
我
毛

　
　
　
＝
菅
藻
（
カ
ワ
モ
ク
ズ
）

1

【
出
雲
国
】 

法
吉
の
坡
〔
嶋
根
〕
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藻
豊
か
な
東
海
の
海
　
─
「
海
藻
」
の
記
録
を
た
ど
る
─

内

藤

聡

子

キ
ー
ワ
ー
ド
：
海
藻
の
記
録
、
志
摩
国
、
出
雲
国
、「
贄
」
貢
進
、
食
文
化

要　
　
　

約
：
志
摩
国
に
は
、
暖
流
「
黒
潮
」
が
流
れ
る
恵
み
の
海
が
あ
り
、
そ

の
海
が
も
た
ら
す
海
の
幸
ゆ
え
に
、
古
よ
り
御
食
国
、「
贄
」
の

貢
進
国
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
独
自
の
歴
史
が
あ
っ
た
。
本

稿
で
は
、
古
代
奈
良
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
い
た
る
ま
で
の
「
海

藻
」
の
記
録
を
た
ど
る
こ
と
を
通
し
て
、
志
摩
の
海
、
そ
し
て
隣

接
す
る
伊
勢
湾
・
三
河
湾
・
知
多
湾
を
含
む
東
海
の
海
が
、
多
種

多
様
な
海
藻
を
育
む
豊
饒
の
海
で
あ
る
こ
と
を
再
発
見
し
た
い
。

一　

は
じ
め
に

　

お
よ
そ
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
海
岸
線
に
囲
ま
れ
る
三
重
県
の
東
端
、
太

平
洋
に
張
り
出
し
た
志
摩
半
島
は
、
北
は
伊
勢
湾
、
南
に
英
虞
湾
、
東
に
的
矢
湾

を
擁
す
る
。
南
方
か
ら
の
暖
流
「
黒
潮
」
が
流
れ
る
志
摩
半
島
の
海
は
、
古
よ
り

海
の
幸
に
ぎ
わ
う
、
恵
み
の
海
で
あ
っ
た
。

　

古
代
に
お
い
て
、
志
摩
国
が
御
食
国
、「
贄
」
の
貢
進
国
と
し
て
重
要
な
役
割

を
負
っ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
が
、
時
の
中
央
政
府
が
志
摩
国
に
求
め
た

も
の
は
、
恵
み
の
海
の
も
た
ら
す
豊
か
な
海
産
物
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
の
目
的
は
、
古
代
奈
良
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
い
た
る
ま
で
の
「
海
藻
」

の
記
録
を
た
ど
る
こ
と
を
通
し
て
、
志
摩
の
海
、
そ
し
て
隣
接
す
る
伊
勢
湾
・
三

河
湾
・
知
多
湾
を
含
む
東
海
の
海
の
豊
か
さ
を
再
発
見
す
る
こ
と
に
あ
る
。
周
知

の
通
り
海
藻
は
、
海
洋
生
物
の
生
息
場
所
で
あ
り
、
多
く
の
命
を
育
む
ゆ
り
か
ご

で
あ
る
。
海
藻
生
い
繁
る
海
、
そ
こ
は
多
種
多
様
な
海
洋
生
物
が
共
存
す
る
、
文

字
通
り
豊
饒
の
海
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
恵
み
の
海
と
と
も
に
あ
っ
た
こ
の
地
域

な
ら
で
は
の
歴
史
に
も
ふ
れ
た
い
。

　

検
討
の
対
象
と
し
た
の
は
、
諸
国
別
に
「
海
藻
」
の
記
録
が
認
め
ら
れ
て
、
諸

国
間
の
比
較
対
照
が
可
能
な
以
下
の
資
料
で
あ
る
。
木
簡
資
料
、『
風
土
記
』、『
延

喜
式
』、『
毛
吹
草
』、
昭
和
初
期
の
食
生
活
に
関
す
る
聞
き
書
き
資
料
。


